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第17回北秋田市縄文まつり／環境コラム国立市交流プロジェクト報告会／市長ダイアリー

国
立
市
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

ま
と
火
で
つ
な
が
る
交
流
の
絆

第
17
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り

縄
文
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
体
験

　
北
秋
田
市
・
国
立
市
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
合
川
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ

ん
と
合
川
中
学
校
の
生
徒
が
、
８
月
18
日

に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
国
立
市

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
の
成
果
や
交
流
し

た
感
想
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昭
和
54
年
か

ら
旧
合
川
町
と
児
童
交
流
の
あ
っ
た
東
京

都
国
立
市
が
、
伝
統
行
事
「
ま
と
火
」
を

実
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
国
立
ま
と
火
」
を

平
成
26
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
イ

ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

国
立
市
の
住
民
や
中
学
生
と
の
交
流
を
通

し
て
、
心
の
絆
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
さ

ら
に
文
化
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
合
川
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
「
合
川
太
鼓
」
と
「
国

立
ま
と
火
」
の
共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
国
立
ま
と
火
」
の
太
鼓
交
流

に
は
合
川
太
鼓
保
存
会
か
ら
小
中
学
生
５

人
を
含
む
16
人
、
ま
と
び
交
流
に
は
中
学

生
６
人
を
含
む
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
で
は
、
合
川
中
の
生
徒

が
国
立
市
の
中
高
生
と
竹
灯
籠
を
作
る
な

ど
、
共
同
作
業
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
合
川
太
鼓
保
存
会
の
松
橋
勝
美
会
長
を

は
じ
め
、
児
童
生
徒
ら
９
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
内
容
や
感
想
を

津
谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

松
橋
会
長
は
「
国
立
市
の
天
神
太
鼓
と
の

コ
ラ
ボ
演
奏
で
は
、
幻
想
的
な
火
の
光
と

迫
力
あ
る
演
奏
で
観
客
を
魅
了
す
る
こ
と

が
で
き
、
一
生
の
思
い
出
と
な
っ
た
」
な

ど
と
活
動
の
成
果
を
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
北
秋
田
市
の
伝
統
文
化

で
あ
る
『
合
川
ま
と
火
』
や
『
合
川
太
鼓
』

を
多
く
の
国
立
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ

た
。
国
立
市
と
は
災
害
時
の
応
援
協
定
を

結
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
交
流
が
深
ま
る

よ
う
な
協
定
を
結
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど

と
交
流
発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
第
17
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
が
、
９

月
９
日
に
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
で
開
催
さ
れ
、

来
場
者
が
火
お
こ
し
体
験
や
勾
玉
づ
く
り

な
ど
で
縄
文
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
縄
文
ま
つ
り
は
、
平
成
13
年
に
遺
跡
が

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
や
縄
文
文
化
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
に
も
体
験
学
習
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
文
化
会
館
等

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
勢
堂
岱

縄
文
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
縄
文
館

を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐

藤
善
寿
縄
文
ま
つ
り
実
行
委
員
長
が
「
熊

の
安
全
対
策
と
し
て
、
縄
文
館
の
周
囲
に

電
気
柵
を
設
置
し
た
。
安
全
対
策
へ
の
心

構
え
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
今
日
は

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
縄
文
体
験
青
空
教
室
で
は
、
紙
粘
土
で

土
器
や
土
偶
を
つ
く
る
体
験
が
人
気
で
、

子
ど
も
た
ち
は
、
作
業
に
集
中
し
た
表
情

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
土
器
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
縄
文
料
理
体
験
で
は
、
石
器

を
使
っ
て
鮭
を
切
っ
た
り
、
ド
ン
グ
リ
を

材
料
に
し
た
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
た
り
し
て
、

縄
文
文
化
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
縄
文
館
近
く
の
土
舞
台
で
行
わ
れ
た
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
３
団
体
が
出
演
。
は

じ
め
に
佐
伯
モ
リ
ヤ
ス
さ
ん
の
壺
打
楽
器

ウ
ド
ゥ
演
奏
と
今
野
日
音
硫
さ
ん
の
ダ
ン

ス
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

唱
歌
を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
が
、
縄
文
衣
装

を
ま
と
っ
て
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
た
ほ

か
、
レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
縄

文
踊
り
」
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
い
の
し
し
肉
の
縄
文
大
鍋
」

の
振
る
舞
い
は
、
大
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

盛
況
で
、
来
場
者
は
縄
文
文
化
を
感
じ
る

料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

か
お
る

▲国立まと火での交流の様子を津谷市長
に報告

▲火おこし器を上下に動かすと煙が上がる
火おこし体験

　
木
々
の
葉
も
色
づ
き
始
め
、
黄
金

色
の
稲
穂
が
ま
ぶ
し
い
季
節
、
秋
も

段
々
と
深
ま
り
、
夜
か
ら
朝
方
に
か

け
て
は
冷
え
込
み
を
感
じ
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
ね
。

　
こ
の
時
期
は
放
射
冷
却
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
燃
焼
し
た
煙
が
上
空
に

拡
散
し
に
く
い
状
況
と
な
り
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
影
響
が
出
や
す
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
稲
わ
ら
ス
モ
ッ
グ
」
と

呼
ば
れ
、
列
車
が
止
ま
る
な
ど
交
通

機
関
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
秋
田
県
で
は
、
10
月
１
日
か
ら

11
月
10
日
ま
で
の
間
を
、
稲
わ
ら
焼

き
の
禁
止
期
間
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

稲
わ
ら
は
決
し
て
焼
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
本
市
で
は
猫
に
関
す
る
苦

情
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
外
飼
い

し
て
い
る
猫
が
庭
を
荒
ら
し
て
い
る
、

車
に
傷
を
付
け
ら
れ
た
、
部
屋
で
大

繁
殖
し
て
い
て
悪
臭
や
鳴
き
声
が
大

変
だ
…
な
ど
の
苦
情
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
猫
を
外
飼
い
・
餌
付
け
を
さ

れ
て
い
る
飼
い
主
は
、
自
分
の
猫
が

外
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る

か
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
う
ち
の
猫

は
お
と
な
し
い
か
ら
悪
さ
は
し
な

い
」
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
地

域
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
も

飼
い
主
の
義
務
で
す
。
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
猫
の
飼
い
主
は
、

地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

室
内
飼
い
の
徹
底
や
避
妊
・
去
勢
な

ど
、
し
っ
か
り
と
飼
養
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

環　境
コラム
環　境
コラム
第７回

何
気
な
い
行
動
が
地
域
の

　
　
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も…

何
気
な
い
行
動
が
地
域
の

　
　
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も…

秋のクリーンアップ参加人数

平成26年度
　4,076人

目指せ 5,000 人

平成27年度
　4,202人

平成28年度
　4,514人

平成 29年度　全市クリーンアップは

10月15日（日）

ピックアップ！ピックアップ！
◇
８
月
16
日
〜
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
水
）

18
日（
金
）

19
日（
土
）

20
日（
日
）

21
日（
月
）

27
日（
日
）

28
日（
月
）

30
日（
水
）

９
月
1
日（
金
）

３
日（
日
）

４
日（
月
）

９
日（
土
）

10
日（
日
）

11
日（
月
）

12
日（
火
）

14
日（
木
）

15
日（
金
） ▽

第
55
回
阿
仁
の
花
火
大
会（
阿
仁
河
川
公
園
）

▽
秋
田
県
消
費
者
協
会
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
）▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
新
任
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
）▽
国
立
市
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
報
告
会（
本
庁
舎
）▽
国
民
体
育
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
兼
第
44
回
東
北
総
合
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
開
会
式

（
合
川
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）▽
坊
沢
地
区
自
治
会 

市
長
と
語
る
会

（
坊
沢
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北

秋
田
郡
市
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会（
文
化
会
館
）▽
花
輪
ば
や
し
懇
談

会（
鹿
角
市
）

▽
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
〜
25
日
ま
で（
台
湾
）

▽
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練（
本
庁
舎
ほ
か
）

▽
秋
田
県
医
療
審
議
会
医
療
計
画
部
会（
秋
田
市
）

▽
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
新
庁
舎
披
露
式（
上
小
阿

仁
村
）▽
秋
田
県
林
材
業
団
体
連
絡
協
議
会
通
常
総
会（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
誘
致
企
業
と
の
懇
談
会（
秋
田
市
）

▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
第
24
回
Ｊ
Ａ
ま
つ
り・農
業
者
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
た
か
の
す
フ
ァ
ー
ム
枝
豆
洗
浄
選
別
設
備
竣
工
式（
同
所
）

▽
第
13
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
表
彰
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
第
17

回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り（
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
）

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
開
始
式（
鷹

巣
体
育
館
）▽
第
15
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り（
大
太
鼓
の

館
野
外
ス
テ
ー
ジ
）

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
表
彰
式
・
終

了
式（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

初
日（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）


